
（ ）

予算額・
執行額

（単位:百万円）

歳出予算目

食品等試験検査費

庁費

委員等旅費

諸謝金

職員旅費

計

平成29・30年度
予算内訳

（単位：百万円）

主な増減理由

-

30年度要求

24

0.3

0.3

0.2

0.2

事業番号 0335

-

29年度当初予算

24

0.3

0.3

0.2

0.2

25 25

年度-

「健康食品・無承認無許可医薬品健康被害防止対応要領」
（局長通知）、「錠剤、カプセル状等食品の適正な製造に関す
る基本的考え方」（部長通知）等

26年度 27年度 28年度
目標最終年度

- -

-

- -

-

- -

-

-

- -

25 25

関係する計画、
通知等

達成度

-

-

-

年度

-

-

-

成果目標及び
成果実績

（アウトカム） －

平成２９年度行政事業レビューシート 厚生労働省

執行額

25 25 25 25 25

24 23

執行率（％） 96% 96% 92%

平成１９年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

　多様化する健康食品による健康被害事例に対し、必要に応じ流通を禁止する等、迅速・適切に対応するとともに、市場に流通している健康食品において安
全性が疑われる成分について安全性試験を実施し、健康被害を未然に防止することにより食品の安全性を確保する。

前年度から繰越し - -

成果実績

目標値

成果指標 単位

－

-

24

-

補正予算

予備費等

当初予算

中間目標
定量的な成果目標

25

-

27年度

　健康食品による健康被害事例が発生した際、臨床医等の専門家を緊急に招集し、対応を検討するとともに、市場に流通している健康食品において安全性
が疑われる成分について、安全性試験及び分析調査を実施する。

- -

25

- -

- -

-

-

健康食品の安全性の確保等事業 担当部局庁 医薬・生活衛生局 作成責任者

事業開始年度

直接実施、委託・請負

担当課室 食品基準審査課 関野　秀人

事業名

会計区分

29年度

-

翌年度へ繰越し -

計

28年度

その他の事項経費

-

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

30年度要求

予算
の状
況

25

-

実施方法

26年度

％

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
食品衛生法第7条

主要政策・施策

一般会計

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
－

当初予算＋補正予算に対す
る執行額の割合（％）

96% 96% 92%



経
済
・
財
政
再
生

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

- - -

達成度 ％ - - - - -

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

28年度 29年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - - - - -

目標値 - - -

-

達成度 ％ -

施策 食品等の飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止すること（施策目標Ⅱ－１－１）

政策 食品等の安全性を確保すること（施策大目標Ⅱ－１）

測
定
指
標

実績値 - -

単位

-

中間目標 目標年度

26年度

26年度
年度

目標最終年度

年度

-

ＫＰＩ
（第一階層）

-

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

健康食品による健康被害事例が発生した際、臨床医等の専門家を緊急に招集し、対応を検討するとともに、市場に流通している健康食品において安
全性が疑われる成分について、安全性試験及び分析調査を実施する。その結果を監視指導や注意喚起に活用することにより、健康食品の飲食に起
因する衛生上の危害の発生を防止することに寄与する。

-

改革
項目

分野： - -

18,245/2

27年度

18,801/3

- -
定量的指標

2 3 3

73.6 95.5 -

6.7

6.4

2 3 3

31
26年度 27年度 28年度

健康食品による健康被害を未然に防止することを目標に、健康食品による
健康被害例の報告に対して、安全性試験や分析調査を実施しているところ
であり、平成26年度は2件、平成27年度は3件、平成28年度は3件について、
健康食品の安全性の確認ができた。

- 6.4

222

定
量
的
な
成
果
目
標
の
設
定
が
困
難
な
場
合

効率的な試験検査実施経
費の執行

--

-

年度 年度

-

-

-

-

単位

単位当たりコスト ＝ Ｘ ／ Ｙ

Ｘ：「執行額（千円）」
   Ｙ：「活動実績（件）」

単位当たり
コスト

27年度 28年度

事業の妥当性
を検証するた
めの代替的な
達成目標及び

実績

K
P
I

(

第
一
階
層

）
-

成果実績 - -

健康食品による健康被害事例発生の予測や市場に流通する健
康食品に係る安全性試験の対象数を事前に把握することは困難
であるため、定量的な目標を設定することはできない。

年度

- -

目標値 -

-

本事業の成果と改革項目・KPIとの関係

代替指標
中間目標

-

- - -

単位
-

件

代替目標

20,016/3

定量的な目標が設定できない理由

百万円

計画開始時

健康食品の安全性確認のための試験検査

単位

試験検査実施経費の単位
当たりコストの減少率（対
前年度比）
実績：単位当たりコスト（当
該年度）
目標：単位当たりコスト（前
年）

百万円目標値

9.1 6.7

4.1 9.1

実績

28年度 29年度

％

20,364/3

29年度活動見込

9.1 6.7 6.3

活動実績

28年度

百万円

単位

-

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標

- -

年度

定量的な目標
が設定できな
い理由及び定
性的な成果目

標

達成度

件

計算式 　　/

6.9

26年度 27年度 28年度

- -

-

-

目標値

年度

中間目標

定性的な成果目標と26～28年度の達成状況・実績

単位当たり
コスト

算出根拠

当初見込み

-

目標最終年度

- -

-

29年度
活動見込

30年度
活動見込

-

3

-

3

政
策
評
価

政
策
評
価

、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係



繰越額が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐

事業所管部局による点検・改善

-

国
費
投
入
の
必
要
性

点検結果

有

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

-

受益者との負担関係は妥当であるか。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

点
検
・
改
善
結
果

関
連
事
業

‐

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

概ね見込みにあったものとなっている。

‐

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

一般競争契約、指名競争契約又は随意契約（企画競争）による支出のうち、
一者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

専門家の意見も踏まえて緊急性の高いものを選定している。

健康被害事例については、昨年度よりも減少していることか
ら成果目標に見合ったものとなっている。

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

多様化する健康食品による健康被害事例に対し、必要に応
じ流通を禁止する等、迅速・適切に対応するとともに、市場に
流通している健康食品において安全性が疑われる成分につ
いて、安全性試験を実施し、健康被害を未然に防止すること
で食品の安全性を確保するため、優先度の高い事業となっ
ている。

少額随契についても複数者から見積を取り、コストの削減に
努めている。

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

○

無

○

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

○

原則として、一般競争入札を利用することで、競争性を確保
しながら支出先を選定している。
また、随意契約については、必ず2者以上から見積書を取り
寄せ、より安価な者と契約を行っている。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

‐

本事業によって得られた結果を踏まえ健康影響が考えられ
る場合など、必要に応じ審議会等の意見を聴き健康食品の
安全性確保に努めている。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

-

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

最新の科学的知見に基づき試験等を実施しており、実効性
の高い手段となっている。

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

‐

○

○

少額随契についても複数者から見積を取り、コストの削減に
努めている。

○

改善の
方向性

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

評　価項　　目

国民の健康に対する関心の高まり等を背景として、これまで
一般に飲食に供されることのなかったものや特殊な形態のも
の等、様々な食品が「健康食品」として流通する中、安全性
の疑われる食品成分について安全性試験や分析調査を行う
とともに、健康被害発生時の迅速かつ適切な対応を図る本
事業は、国民のニーズが高く、国費を投入しなければ事業目
的が達成できない。

健康食品・無承認無許可医薬品の健康被害発生時の拡大
防止等の事業については、平成14年医薬発第1004001号通
知に基づく都道府県等からの情報収集及び評価を踏まえ、
必要に応じ対応する必要があり、国が実施すべき事業であ
る。

○

○

-

事業番号 事業名所管府省名

適切に予算を執行し、事業の目標が達成できており、このまま継続して事業を実施する。また、市場に流通している健康食品の安全性確保の
ため、安全性試験及び分析調査対象成分等の選定に当たっては、従来どおり専門家の意見も踏まえて緊急性の高いものを選定するとともに、
安全性試験等の実施に当たっては、より効率的に行えるよう努める。

 市場に流通している健康食品において安全性が疑われる成分について、安全性試験及び分析調査を実施しているが、平成28年度に実施した
3件については、その結果から、規制の必要性や追加の安全性試験の必要性等について、特段の対応は必要ない旨の専門家のご意見をいた
だいた。

-



事
業
内
容
の

一
部
改
善

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

備考

・試験検査の執行先が国立医薬品食品衛生研究所に集中していることが適切であるかどうかを検証し、その検証結果が妥当であるならば、その
理由を明確にすること。

行政事業レビュー推進チームの所見

現
状
通
り

予算の執行率は高いが、試験検査の執行先が国立医薬品食品衛生研究所に集中していることについて適切であることを点検すべきではないか。法令で実施団
体が特定されているとか、年間2-3件の検査数で事前予測がしにくいことから同研究所への随意契約が妥当であるといった理由があるのであれば、その旨説明を
することが望ましい。（栗原　美津枝）

国立医薬品食品衛生研究所（以下、「国衛研」という。）には事業内容に造詣の深い専門家が多数在籍しており、専門性の高い情報の集約、取捨
選択において適した機関であるため国衛研への支出は妥当である。また、国衛研への支出は直接契約ではなく支出委任であり、外部委託で差し
支えない検査などについては、国衛研から複数の民間企業に対して契約を行っている。

外部有識者の所見



※平成28年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

旅費
健康食品の素材の安全性に係る調査業務
一式（アマメシバ）　他１件

費　目

計 2 計 0

費　目 使　途

B.（株）阪急阪神ビジネストラベル
金　額

(百万円）

2

平成22年度

平成28年度

ＧＭＰ認定工場視察

使　途

役務費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

（単位：百万円）

平成24年度

金　額
(百万円）

A.国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所

0

平成23年度

平成25年度 平成26年度 平成27年度

330

303

325

300

315

259

328



0

E.資金前渡官吏 F. 

費　目

計 6 計

計 1 計 2

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 給与・賞与 6

C.宮崎化学薬品（株） D.（株）池田理化

費　目 使　途

備品費 フラッシュ自動精製システム　１式 1 消耗品費
マトリゲル　グロースファクター　リデュースト
１０ｍL～　６点　外５点　他１１件

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

2



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

随意契約
（少額）

随意契約
（少額）

随意契約
（少額）

100％

支　出　額
（百万円）

支　出　先 業　務　概　要

8

9

6

7

岩井化学薬品（株） 8010001036745
AGCテクノグラス　メッキン
シャーレ（アサガタ）SH９０
－１５～　５点　他２件

0
随意契約
（少額）

- 100％ -

10 理科研（株） 8180001124830
５０１－００４　サンプルカッ
プⅡA　１．５ｍｌ　１点

0
随意契約
（少額）

- 100％ -

島津サイエンス東日
本（株）

7010501032617
２２８－３４０１６－０２　D２
ランプ、L－６５８２－０２　１
点

0
随意契約
（少額）

- 100％ -

1

4

5

2

3

（株）バイオテック・ラ
ボ

5010601020795
Ｘｅｎｏｎ　Ｓｈｏｒｔ　Ａｒｃ　Ｌａ
ｍｐ　ＵＳＨＩＯ～　１点　外６
点　他２件

1
随意契約
（少額）

- 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等 入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1

2

宮崎化学薬品（株） 3011401006210
フラッシュ自動精製システ
ム　１式

1
一般競争契約
（最低価格）

3 95.6％ -

3

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

（株）阪急阪神ビジネ
ストラベル

4120001126778 出張旅費２件 0 その他 - -

その他 - - -

個人Ｂ - 出張旅費１件 0 その他 - - -

2

-

個人Ａ - 出張旅費１件 0

-

1

1

0

- 100％

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

-

-

-

健康食品の素材の安全性
に係る調査業務一式（アマ
メシバ）　他１件

「健康食品の正しい利用
法」～拡大防止に向けて
一式　印刷　他１件

健康食品ＧＭＰに係る調査
業務一式

「健康食品の正しい利用
法」～拡大防止に向けて」
の発送業務

契約方式等

随意契約
（少額）

2

3

- 100％

法　人　番　号

1011001013468

9120905002657 2

6011105004953

5010601000566

入札者数
（応募者数）

落札率

1

- 100％

4

国立研究開発法人
医薬基盤・健康・栄
養研究所

（株）太陽美術

（公財）日本健康・栄
養食品協会

協新流通デベロッ
パー（株）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等 入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

島津サイエンス東日
本（株）

7010501032617
高速液体クロマトグラフ四
重極型質量分析装置　１式

1
一般競争契約
（最低価格）

3 98.3％ -

（株）池田理化 3010001010696
マトリゲル　グロースファク
ター　リデュースト　１０ｍL
～　６点　外５点　他１１件

2
随意契約
（少額）

- 100％ -

尾崎理化（株） 2021001016122
０１８９４－９６　活性炭分散
シリカゲルリバースカラム
～　２０点　他６件

1
随意契約
（少額）

- 100％ -

宮崎化学薬品（株） 3011401006210
L－Leucine-５ｕｍ　１００Ａ
２５ｃｍ×４．６mm～　１点
他５件

0
随意契約
（少額）

- 100％ -

（株）有隣堂 2020001029308
Ｆｏｏｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｄｅ
ｘ　１０ｔｈ　edition～　２点

0
随意契約
（少額）

- 100％ -

（株）紀伊國屋書店 4011101005131 外国雑誌　１式 0
随意契約
（少額）

- 100％ -

（株）メディア総合研
究所

4010001030792
ＫＦＤＡ定期的ニュース選択
と韓国語和訳　１式

0
随意契約
（少額）

- 100％ -



E

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

9

10

7

8

富士ゼロックス（株） 3010401026805 デジタル複合機　保守料 0
随意契約
（少額）

- 100％ -

（株）オレンジライン 9011101037905
応接用会議テーブル等什
器類　１式

0
随意契約
（少額）

- 100％ -

1

2

5

6

3

4

日本無機（株） 3010501032430
Ｐ３実験室　ＨＥＰＡフィルタ
交換

1
随意契約
（少額）

- 100％ -

東京電力エナジー
パートナー（株）

8010001166930 電気使用料 2
随意契約
（その他）

- 100％ -

契　約　先
ﾌﾞﾛｯｸ
名

-

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - - - - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等 入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

資金前渡官吏 - 給与・賞与 6 その他 - - -

（株）伊藤サプライ 2010901001143
バッファロー　交換用HDD
OP－HD２．０T／４K　１点
外１９点　他２件

1
随意契約
（少額）

- 100％ -

東京都 8000020130001 水道使用料 1
随意契約
（その他）

- 100％ -

東京瓦斯株式会社 6010401020516 ガス使用料 0
随意契約
（その他）

- 100％ -

（株）東京ディエス
ジャパン

9010501009365
ＯＫＩ　ＴＮＲ－Ｃ３ＭＫ１　ト
ナー（４Ｋ）純正　１点　外４
点

0
随意契約
（少額）

- 100％ -

中央法規出版（株） 1200001003377 食品衛生関係法規集追録 0
随意契約
（少額）

- 100％ -


